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実習報告（関係機関実習） 
 
通常学級における特別支援教育の視点に立った児童支援 
－学級担任に行う効果的な支援と充実した校内支援体制の在り方を探る－ 
 
川浪 博文（子ども支援探究コース：現職教員） 
 
【探究実習のテーマと設定の理由】 
○テーマ 
『関係機関における支援について，発達障害を含む特別な教育的支援が必要な児童生徒への効果的
な支援の在り方，学校との連携の実際などを知り，学校現場で活用するための方策を探究する。』 
○設定の理由 
  文部科学省の調査（2012）によると，通常学級に在籍している児童生徒の約 6.5％は特別な支援
が必要であるという結果が出ている。診断名はないものの学校での生活や学習で何らかのつまずき
ややりにくさを感じている児童生徒も少なくない。筆者の経験した一例を挙げると，在籍児童が 40
名の学級で，LD・ADHD 等通級指導教室に通っている児童及び発達障害の疑いのある児童が 5 名程度
いた。加えて，交流教育により特別支援学級在籍の児童 3名が，国語と算数以外の教科を一緒に学
習していた。このような状況下で，児童それぞれに個別の配慮をしながら学級担任一人で指導・支
援していくことは相当な困難を要していた。校内では学級担任を支援するために，特別支援教育コ
ーディネーターの指名や支援体制の整備は進んでいるものの，実際に学級担任が支援方法について
相談したり助言を受けたりする機会は少なかった。さらに，支援が必要な児童それぞれに個別の指
導計画を作成しているが，学級担任一人で有効な支援方法を考えることや日々の支援を継続して行
っていくことは難しい。また，時間をかけて作成した指導計画通りに進んでいかないことに対する
葛藤を抱えながら過ごすことも少なくなかった。校内支援体制というシステムはあるが，学級担任
をチームとして支えていくための機能を果たすという点においては，今後まだまだ改善が必要であ
ると思われる。 
  今後も特別な支援を必要とする児童を含め，学級全員の児童の学習を保証するために，学級担任
は日々継続して取り組むことのできる支援を行っていかなければならない。このような学級担任を
チームとして支えるための一視点として，校内支援体制の見直しや再構築が考えられる。また，支
援を行う際には学校内だけではなく，外部機関と連携をとる必要がある場合も想定される。そこで，
この探究実習では，学校とＸ県適応指導教室・Ｙ県児童相談所における児童生徒への支援方法や，
これらの機関内での連携の在り方，学校との連携の在り方などについて体験を通して学んでいきた
い。そして，その支援方法や連携の在り方を学校現場に活用できる方策を探っていきたいと考え，
このテーマを設定した。 
 
【探究実習の研究目標】 
○適応指導教室・児童相談所で支援を行う上での理論や方法，学校との連携の実際などを知る。 
○適応指導教室・児童相談所で行われている支援方法や支援体制などを，学校現場で活用するため
の方策を探る。 
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【探究実習の概要】 
 
【探究実習の成果と課題】 
○成果 
適応指導教室では「校長・担任の会」を行い，学校や学級担任と連携を密にしながら支援の方向
性を協議・決定していた。さらに，学校や市町の適応指導教室，民間も含めた様々な外部機関とも
連携して児童生徒の支援を行っていた。特に中学 3 年生の進路を考える際に，フリースクール等の
機関があることを保護者に伝え，進路選択の幅を増やすことは，生徒に最適な環境を整える一助に
なっていた。小学校でも，学校以外で受けることのできる支援を考える際や，卒業後の進路につい
て考える際に，様々な外部機関についての情報を知り，連携しながら進めていくことがよりよい支
援につながっていくと考える。今回の実習で，適応指導教室や児童相談所が学校だけでなく，市町
の教育委員会や医療機関，児童養護施設など多くの関係機関と連携しながら，児童や保護者の支援
を行っていること，民間の機関とも連携を行っていることを身をもって体験できたことは，今後の
教員生活にとっての財産となった。 
児童相談所の所内研修では，多くの児童相談所で導入されている「サインズ・オブ・セイフティ・
アプローチ（SoSA）」や「ブリーフセラピー（Brief Therapy：短期療法）」について学んだ。SoSA
は「当事者は既に十分な努力をしてきており，その問題の専門家であるという考え方」で，『子ども
の安全』を焦点にして家族（児童も一緒に）と支援者でプランを作っていく方法である。また，適
応指導教室では「S－M 社会生活能力検査」を活用し，支援が必要な児童生徒について，知的な発達
だけでなく，社会生活能力の両面から実態を把握していた。その検査結果を受けて，児童生徒に適
したソーシャルスキルトレーニングを行っていることを知った。これらの理論や手法は，児童生徒
への支援としてだけでなく，教師と保護者間の連携の在り方にとっても大変有効であり，学校現場
での効果的な支援に活かすことができると考える。 
 どちらの機関でも，学校側と保護者との関係があまり良好ではなく，学校や担任への不信感から
相談に至るというケースがあった。不登校や特別な支援が必要な児童生徒について，学校と保護者
が良好な関係を築いて様々な対応策を講じていくことが問題解決のための第一歩である。学校と保
護者が良好な関係を築くための方策を知り，実践していくことが今後さらに重要となり，教師に必
要な資質の一つである。特に，学級担任として相談を受けたり，児童生徒が困っている状況を保護
者に伝えたりなど，学校側が初期対応を行う際に，教師一人ひとりがどのような話の聞き方や伝え
方が適切なのかを理解して対応にあたることが重要である。 
○課題 
 今後は，この実習で得られた情報や方策を校内の全職員で共有し，学校現場でどのように活用し
ていくことができるかを具体的に考える必要がある。児童支援や保護者対応において学級担任を支
えることに主眼を置きながら，特別支援教育コーディネーターを中心にした校内支援体制の構築と
効果的な運用に係る方策について探っていきたい。 
実習機関名称 実習期間・時間 主な実習内容 
Ｘ県適応指導教室 2016年 7 月 12日～9 月 16日 
8:30～17:00，10日間 
所員連絡会，スタッフ会への参加，適応指導教
室での活動の補助と児童生徒への支援 
Ｙ県児童相談所 2016年 8 月 5 日～10 月 18日 
8:30～17:00，10日間 
所内研修や処遇会議への参加，児童養護施設訪
問，一時保護所での学習支援や運動支援 
